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 eq \o\ac(□,４)
問１
凸レンズの軸に平行に進む光は，凸レンズを通過後，焦点を通る。針ｃ，ｄと直線ｍとの交点は焦点で，凸レンズの中心までの距離は，焦点距離15cmと等しい。
問２
物体を焦点の２倍の30cmの位置に置くと，像の大きさは物体と等しくなる。凸レンズでできる実像は，物体と像を同じ側から見れば上下左右が逆になるが，この問のように，物体と像を反対側から見れば上下だけが逆になる。

問３
図４のように，物体が焦点と焦点の２倍の位置の間にあるとき，実像は焦点の２倍の位置より外側にできる。図４のスクリーンは，焦点の２倍の位置より内側にあり，はっきりした像はうつらない。
問４
点ｂから進む光はろうそくの虚像の先端から出たように進む。虚像の先端と点ｂを結ぶ。
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